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稲刈りで役目終える
筒城小・学校田の案山子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る

50
回
目
の
集
い
、
ひ
と
あ
ゆ
み
の
会 鬼凧と写る大野さん ズラリと並び稲を守る案内子

ＯＭＵＲＡ室内合奏団から６人来演
「しまの夢飛行コンサート」

鬼凧を文化センターに展示
福岡市、大野勇さん

空
き
巣
容
疑
で
逮
捕

壱
岐
署

◎
工
事
入
札

▽
君
ヶ
浦
Ⅱ
地
区
急
傾
斜

地

調

査

業

務

委

託

＝

２
、

４
５
０
、
０
０
０
円
・
大
栄
開

発
（
株
）

▽
刈
田
院
川
地
域
自
立
・
活
性

化
交
付
金
（
測
量
業
務
委
託
）

＝
１
、
８
８
７
、
０
０
０
円
・

（
株
）
ア
ス
テ
ッ
ク

▽
一
般
国
道
３
８
２
号
交

通
安
全
施
設
等
整
備
（
営

業
補
償
等
調
査
委
託
）
＝

９
４
０
、０
０
０
円
・
（
株
）
産

研
九
州

▽
芦
辺
漁
港
生
産
基
盤
整

備
（

測

量

委

託

）

＝

３
、

３
２
５
、０
０
０
円
・
（
株
）
壱

岐
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

▽
芦
辺
漁
港
生
産
基
盤
整
備

（
設
計
委
託
そ
の
１
）
＝
３
、

４
８
４
、０
０
０
円
・
（
株
）
中

央
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
長
崎

支
店

▽
一
般
県
道
湯
ノ
本
芦
辺
線
舗

装
補
修
＝
１
７
、３
３
４
、０
０
０

円
・
平
尾
建
設
（
株
）

▽
一
般
国
道
３
８
２
号
人
に
や

さ
し
い
道
づ
く
り
（
舗
装
工
）

＝
１
２
、
０
７
０
、
０
０
０
円
・

（
株
）
宮
坂
組

▽
一
般
国
道
３
８
２
号
人
に
や

さ
し
い
道
づ
く
り
（
上
場
触
工

区
）
＝
１
２
、１
１
０
、０
０
０

円
・
（
有
）
松
永
建
設

▽
Ｈ
24
郷
ノ
浦
港
自
主
港
湾

環
境
（
緑
地
・
１
工
区
）
＝

１
５
、
２
０
０
、
０
０
０
円
・

（
株
）
福
田
建
設

▽

郷

ノ

浦

港

小

規

模

改

修
（

道

路

補

修

）

＝

１
、

９
９
４
、０
０
０
円
・
（
有
）
ゼ

ベ
ッ
ト

▽
幡
鉾
川
河
川
自
然
災
害
防

止
＝
６
、
５
５
３
、
０
０
０
円
・

（
有
）
富
士
建
設

▽
壱
岐
空
港
県
単
維
持
（
着

陸
帯
・
場
周
柵
補
修
）
＝
６
、

４
３
３
、
０
０
０
円
・
松
坂
土

木
（
株
）

▽
八
幡
海
岸
自
然
災
害
防
止

＝
２
４
、
１
０
０
、
０
０
０
円
・

（
株
）
イ
チ
ケ
ン

▽
一
般
国
道
３
８
２
号
交

通

安

全

施

設

等

整

備

＝

１
５
、
４
９
４
、
０
０
０
円
・

（
株
）
横
山
建
設

▽
主
要
地
方
道
勝
本
石
田
線
小

規
模
改
修
（
２
工
区
）
＝
１
、

７
２
７
、０
０
０
円
・
（
有
）
ヒ

サ
タ

▽
主
要
地
方
道
勝
本
石
田
線
小

規
模
改
修
（
１
工
区
）
＝
１
、

６
４
０
、０
０
０
円
・
（
株
）
中

央
工
建
　
　

▽
角
川
河
川
自
然
災
害
防
止

よ
り
よ
い
進
路
実
現
の
た
め

家
庭
と
学
校
が
す
べ
き
こ
と

壱
岐
・
公
立
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

10
日
に
開
催

国
分
天
満
宮

奉
納
相
撲

＝
２
１
、
１
６
４
、
０
０
０
円
・

（
有
）
ト
ウ
ケ
ン
工
業

▽
郷
ノ
浦
港
自
主
港
湾
環

境
（

緑

地
・

２

工

区

）

＝

２
０
、
２
８
０
、
０
０
０
円
・

（
株
）
西
日
本
技
研

▽
刈
田
院
川
地
域
自
立
・
活

性
化
交
付
金
（
２
工
区
）
＝

４
８
、５
９
９
、０
０
０
円
・
壱

岐
土
木
工
業
（
株
）

▽
刈
田
院
川
地
域
自
立
・
活

性
化
交
付
金
（
舗
装
工
）
＝

２
４
、
１
２
２
、
０
０
０
円
・

（
株
）
壱
松
組

　
４
５
０
年
以
上
の
伝
統
を
誇

る
芦
辺
町
、
国
分
天
満
宮
奉
納

相
撲
が
10
日
午
後
２
時
か
ら
、

同
天
満
宮
境
内
す
も
う
場
で
開

　
在
宅
重
度
身
体
障
害
者
の

会
・
ひ
と
あ
ゆ
み
の
会
（
松
山

桂
子
会
長
）
の
集
い
が
14
日
午

前
10
時
か
ら
、
午
前
中
は
郷
ノ

浦
町
、
壱
岐
國
の
里
で
陶
芸
体

験
、
午
後
か
ら
は
会
場
を
同

町
、
文
化
ホ
ー
ル
に
移
し
、
バ

ン
ド
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
生
演

奏
を
鑑
賞
す
る
日
程
で
行
わ
れ

る
。

　
会
員
の
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

生
活
を
改
善
し
、
生
き
生
き
と

し
た
社
会
性
の
高
い
、
よ
り
質

の
高
い
在
宅
生
活
を
支
援
し
よ

う
―
と
続
け
て
き
た
集
い
は
今

回
、
第
50
回
の
節
目
の
開
催
と

な
る
。
対
象
は
、
島
内
在
住
の

障
害
者
で
、
脳
卒
中
や
脊
椎
損

傷
の
後
遺
症
お
よ
び
難
病
に
よ

り
手
足
に
重
度
の
障
害
を
有
す

る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～

３
級
所
持
者
）。

　
同
会
で
は
５
日
ま
で
、
集
い

当
日
に
、
車
い
す
を
押
す
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
い

る
。
参
加
費
は
１
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）。
申
し
込

み
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
か
た
ば

る
病
院
リ
ハ
ビ
リ
室
（
電
話
47

―
１
１
３
５
）
へ
。

　
「

な

が

さ

き

音

楽

祭

２
０
１
２
」
の
一
環
と
し
て
、

「
Ｏ
Ｒ
Ｃ
オ
リ
エ
ン
タ
ル
エ
ア

ブ
リ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ツ
“
し
ま

の
夢
飛
行
コ
ン
サ
ー
ト“

」
が

29
日
と
30
日
の
2
日
間
、
勝
本

町
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
郷
ノ
浦

町
、
文
化
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
＝
写
真
＝
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
「
し
ま
の

人
々
が
集
う
様
々
な
会
場
で

心
に
響
く
美
し
い
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
お
届
け
し
ま
す
」
と
、

２
０
０
４
年
４
月
に
発
足
し
た

県
内
唯
一
の
プ
ロ
の
室
内
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
「
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内

合
奏
団
」
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
者
2
人
、
ヴ
ィ
オ
ラ
・
チ
ェ

ロ
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
各
１
人
の
６
奏
者
が
来
演
し

て
行
わ
れ
、
心
地
好
い
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
披
露
し
た
。

　
ま
た
、
同
音
楽
祭
で
は
こ
の

あ
と
、
11
月
11
日
午
後
２
時
か

ら
、
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館

で
「
一
支
国
浪
漫
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
２
」
と
し
て
、
昨
年
に

続
い
て
の
来
演
と
な
る
バ
リ
ト

ン
歌
手
の
横
山
浩
平
さ
ん
ら
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
11
月
24
日

午
後
１
時
半
か
ら
、
郷
ノ
浦

町
、
文
化
ホ
ー
ル
で
、
九
州
に

縁
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
る
金
管
十
重
奏
楽
団
「
ス
テ

イ
ト
・
ブ
ラ
ス
」
ら
に
よ
る
「
い

き
い
き
ブ
ラ
ス
オ
ー
タ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　
本
市
勝
本

町
出
身
で
福

岡
市
博
多
区

在
住
の
大
野

勇
さ
ん
（
68
）

は

先

月

28

日
、
市
役
所

勝
本
支
所
を

訪
ね
、
仕
事

の

合

間

を

縫
っ
て
作
っ

た
と
い
う
鬼

凧
（
縦
約
２

㍍
、
最
大
幅

約
１
・
５
㍍
）

寄
贈
、
文
化

セ
ン
タ
ー
・

ロ
ビ
ー
に
展

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
何
か
ふ
る
里
の
役
に
立
て

る
こ
と
は
な
い
か
」
と
の
想
い

か
ら
、
お
よ
そ
同
じ
大
き
さ
の

鬼
凧
を
手
に
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
港
ま
つ
り
の
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
寄
贈
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
。

　
カ
ラ
フ
ル
な
色

使
い
が
綺
麗
な
、

大
野
さ
ん
が
作
っ

た
鬼
凧
は
、
縦
１

㍍
ほ
ど
の
サ
イ
ズ

の
も
の
は
、
近
く

九
州
郵
船
の
フ
ェ

リ
ー
「
き
ず
な
」

と
「
ち
く
し
」
に

も
展
示
さ
れ
る
運

び
と
な
っ
て
い

る
。

　
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
と
県
教
育
委
員
会
主
催
の

本
年
度
・
壱
岐
地
区
公
立
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

研
修
会
が
29

日
、
郷
ノ
浦

町
、
文
化
ホ
ー

ル
・
中
ホ
ー

ル
で
「
よ
り

よ
い
進
路
実

現
の
た
め
に

～
家
庭
と
学

校
が
す
べ
き

こ
と
」
を
研

究
主
題
に
行

わ
れ
た
。

　
同
研
修
会

は
、
壱
岐
、
壱

岐
商
業
の
両
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
ら

約
１
５
０
人

が
参
加
し
て

開
か
れ
、
開

会
行
事
に
続

い
て
壱
岐
商

業
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
勤
務
、
市
内
の
不
登

校
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
親
を

支
援
す
る
「
は
あ
と
・
プ
レ
イ

ス
」
の
代
表
を
務
め
る
篠
崎
由

加
利
さ
ん
が
「
壱
岐
島
内
の
高

校
生
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
基
調
提
言
を
行
っ

た
。

　
そ
の
講
演
で
篠
崎
さ
ん
は

「
高
校
生
の
就
職
は
厳
し
く
、

早
期
退
職
を
す
る
と
再
就
職

は
技
能
・
経
験
・
知
識
が
不
足

で
な
か
な
か
難
し
い
。
学
校
生

活
で
は
▽
継
続
す
る
力
・
勉
強

や
部
活
動
を
継
続
す
る
努
力

▽
礼
儀
作
法
・
挨
拶
、
身
だ
し

な
み
▽
体
力
・
体
育
や
部
活
動

で
鍛
え
た
体
▽
忍
耐
力
・
い
や

な
人
や
嫌
い
な
こ
と
も
避
け

ら
れ
な
い
―
こ
と
な
ど
、
知
ら

ず
知
ら
ず
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―

シ
ョ
ン
能
力
が
培
わ
れ
る
。
子

ど
も
た
ち
の
進
路
実
現
の
た

め
に
親
が
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
い
る
。
ど
ん
な
結
果
に

な
っ
た
と
し
て
も
本
人
に
選

ば
せ
る
こ
と
が
大
事
。
自
分
で

選
択
で
き
る
だ
け
の
力
を
育

て
て
や
る
こ
と
も
親
の
仕
事
」

な
ど
と
話
し
た
。

　
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
「
子
ど
も
た
ち

の
進
路
実
現
目
指
し
て
～
家

庭
に
で
き
る
こ
と
・
学
校
に
で

き
る
こ
と
」
と
題
し
て
行
わ
れ

＝
写
真
＝
、
「
就
職
希
望
の
場

合
は
、
就
職
を
考
え
た
生
活
が

望
ま
れ
、
志
望
を
明
確
に
し
、

企
業
を
選
ん
だ
動
機
、
自
己
ア

ピ
ー
ル
、
自
己
表
現
の
た
め
の

能
力
ア
ッ
プ
に
努
め
る
。
学
校

か
ら
求
人
票
の
一
覧
を
提
供

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
基
に
親

子
で
話
し
合
う
時
間
を
持
つ
。

子
ど
も
の
希
望
を
よ
く
聞
き
、

親
子
で
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を

交
換
す
る
。
就
職
す
る
に
あ

た
っ
て
、
壱
岐
を
離
れ
た
場
合

や
そ
う
で
な
い
場
合
な
ど
想

定
し
、
様
々
に
か
か
る
生
活
の

必
要
経
費
を
細
か
く
計
算
し

て
み
る
。
学
校
と
家
庭
と
の
連

絡
を
密
に
し
、
相
互
の
情
報
交

換
を
行
う
」
な
ど
と
す
る
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
研
修
会
で
は
県
立
大
学
シ
ー

ボ
ル
ト
校
学
生
部
就
職
課
就
職

リ
ー
ダ
ー
・
山
崎
栄
一
氏
の
講

演
「
大
切
な
も
の
、
大
切
な
こ

と
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
県
内
の
本
年
産
水
稲
の

作
況
指
数
は
15
日
現
在
、

１
０
０
で
「
平
年
並
み
」

だ
っ
た
が
、
地
帯
別
で
最

も
指
数
が
高
か
っ
た
の
は

壱
岐
・
対
馬
の
１
０
８
の

「
良
」。

　
本
市
で
も
稲
刈
り
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
も
30
日

に
見
か
け
た
石
田
町
、
筒
城
小

学
校
（
野
口
慶
子
校
長
、
43

人
）
の
学
校
園
の
稲
を
も
盛
り

続
け
た
案
山
子
（
か
か
し
）
一

家
“
23
人“

は
、
児
童
ら
が
稲

刈
り
を
し
た
２
日
、
そ
の
役
目

を
終
え
た
。

催
さ
れ
る
。

　
当
日
は
大
人
相
撲
が
午
後
２

時
か
ら
４
時
頃
ま
で
、
子
ど
も

相
撲
が
午
後
４
時
か
ら
５
時
半

頃
ま
で
行
わ
れ
る
。
小
雨
決

行
。
詳
し
く
は
国
分
相
撲
協
会

事
務
局
、
榊
原
自
動
車
内
（
電

話
45
―
３
０
０
５
）
へ
。

　
壱
岐
署
は
2
日
午
前
８
時
27

分
、
住
居
侵
入
並
び
に
窃
盗

（
空
き
巣
）
の
容
疑
で
、
郷
ノ

浦
町
坪
触
、
無
職
、
德
永
鉄
屋

容
疑
者
（
41
）
を
逮
捕
し
た
。

　
同
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、
德

永
容
疑
者
は
、
今
年
８
月
15
日

午
後
5
時
か
ら
同
月
25
日
午
後

4
時
半
頃
ま
で
の
間
、
同
町
、

Ａ
さ
ん
方
に
侵
入
し
、
Ａ
さ
ん

所
有
の
液
晶
テ
レ
ビ
１
台
（
時

価
４
万
円
相
当
）
摂
取
し
た
疑

い
。

　
被
害
届
を
受
け
て
現
場
付
近

の
聞
き
込
み
な
ど
の
捜
査
を

行
っ
て
容
疑
者
を
割
り
出
し
通

常
逮
捕
し
た
。


